







































第４章では、骨組メカニズムの応用例として、四角形の Bennet linkage と六角形の Bricard 
linkageを拡張し、2N本の部材が正 2N角形の形状から 1本の直線状に折り畳まれる 1自由度のメカ





















































(4) 骨組メカニズムの幾何学的対称性が二面体群で表現され、同骨組が 1 自由度のメカニ
ズムモードと 1 個の自己釣合モードを持つ場合について、それらの対称性の組合せから、
骨組が有限メカニズムを持つための十分条件を導いた。また、その条件を一般化自己釣合
モードの数が 2以上の場合に拡張し、数値例題により検証した。 
本論文は、建築の展開構造物に用いられる骨組メカニズムを対象として、大変形特性を
判別するための手法を提案したものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３１
年２月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期
課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
